
マイナンバー制度の導入に伴い

ウイルス肝炎助成制度の申請には

マイナンバーが必要です

マイナンバー制度とは

○マイナンバーは、日本に住民票を有するすべての方（外国人の方を含む）が持つ１２桁の番号

です。

○社会保障・税・災害対策の分野で、共通の番号（マイナンバー）を導入することで、複数の機関

に存在する個人の情報が同一人の情報であることを確認し、個人の情報を正確かつ効率的に連

携させるために活用されます。

○ウイルス肝炎医療費受給者証交付申請書（様式第１号）

○肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業参加者証交付申請書（様式第１号の２）

〇ウイルス肝炎医療費償還払い請求書（様式第４号）

〇肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業償還払い請求書（様式第４号の２）

〇ウイルス肝炎医療費受給者証 記載事項等変更届（様式第７号）

ウイルス肝炎助成制度におけるマイナンバー利用について

○申請書に記入していただいたマイナンバーは、県が他の機関と情報のやり取りを行うために利用

されます。（これを「情報連携」といいます。）

○マイナンバーを利用できる事務や情報連携ができる内容はマイナンバー法で定められおり、それ

以外での利用は禁じられています。

〇これにより、以下のウイルス肝炎助成制度については、マイナンバーを利用して「医療保険の資

格情報」を確認します。

・ ウイルス肝炎医療費給付事業（＊）

・ 肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業（＊）

・ 初回精密検査・定期検査費用助成

〇ただし、（＊）の事業のうち、受給者証または参加者証の更新申請の場合についてのみ、医療保

険の資格情報が確認できる書類（資格情報のお知らせ、資格確認書、マイナポータルからダウン

ロードした「医療保険の資格情報」のいずれか）の提出をお願いします。

これは、マイナンバーによる情報照会が日数を要するものであり、更新申請が集中すると受給者

証または参加者証交付までに時間がかかる可能性があるためです。

申請事務の状況を踏まえ、今後更新申請まで拡充していくよう検討を進めてまいりますので、御理

解と御協力をお願いいたします。

マイナンバーの記入が必要な申請書類
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マイナンバーの確認と身元確認書類について
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マイナンバーの確認と身元確認書類について

マイナンバーを記入いただけない場合について

○マイナンバーを記入した申請書等提出時には、他人の成りすまし等の不正行為を防止するため、

受診者（受診者が15歳未満のときは申請者である保護者）の本人確認を行うことが義務付けられ

ています。

本人確認は

①番号確認（マイナンバーが正しい番号であることの確認）

②身元確認（マイナンバーの正しい持ち主であることの確認） を行います。

それぞれ別紙「本人確認書類について」により確認をしますので、申請書等を提出する際には確

認書類の提示又は写しの提出をお願いします。

○マイナンバーの記入や本人確認書類の提示ができない場合でも、ウイルス肝炎医療費支給申

請を行うことは可能です。

〇また、DV（ドメスティックバイオレンス）や虐待の被害者である場合も、マイナンバーによる確認

は行いません。

〇これら場合は、医療保険の資格情報が確認できる書類（資格情報のお知らせ、資格確認書、マ

イナポータルからダウンロードした「医療保険の資格情報」のいずれか）の提出をお願いします。
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提出書類の省略に係る注意事項について

○マイナンバーや基本情報（氏名、生年月日、住所、性別等）は、間違いがないよう申請書等に記

入をお願いします。

〇申請書等に記入したマイナンバー等に誤りがあった場合は、情報連携による情報の取得（情報

照会）が行えないため、後日、追加で書類の提出をお願いする場合があります。

マイナンバーの確認と身元確認書類について
○マイナンバーを記入した申請書等提出時には、他人の成りすまし等の不正行為を防止するため、
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